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巻 頭 言

齊藤光實
神奈川大学総合理学研究所 所長

昨年後半か ら今年初 めにか けて建築業界 、新興企 業

の偽造、粉飾 の事件が我が 国で頻発 した。科学 の世

界で も偽 造、捏造の論文が世界 中で問題 になった。

最 も耳 目を驚かせたの が韓 国のES細 胞 の事件 であ

ろ う。 日本 で も東京大学、大阪大学 な どで捏造論文

が取 りざた されてい る。いずれ の事件 も生物科学 の

分野での出来事 であ るよ うで、興 味深 い。

筆者 は生物学の片隅 にい て、 日本生化学会 に属 し

てい るが、 この学会の研究 内容 はか な りの程度 医学

領域 に偏 ってい る。年々そ の傾 向が強 くなってい る

よ うに思え る。 医学は昔は西洋で は大学 に入れ て も

らえなかった。 技術の一つで ある と見 な され たか ら

である。 いまで も米国では 医学部で はな くMedical

Schoolと 云 って一 見Universityか ら独立 している

よ うに見え る。 法律のLawSchoo1と 同 じである。

病気 を治す とい う実際的な 目的 を持つ 医学 は応用 的

にな らざるを得ない。この点でMedicalSchoo1は 格

は高いが、本 質的 に歯 医者 を作 るDentalSchoo1や

薬剤 師 を養 成す るSchoolofPharmacyと 変 わ りは

ない。

問題 は医療 に大金が動 くことであろ う。 良 く効 く

薬や治療法 は病人 を治す とい う本来 の 目的以外 に大

金 を呼び込む。 日本 で も政府 の補助金 がわか り易い

医学が らみ の研究 に重 点的にっ ぎ込 まれ る傾 向がで

て来てい る。研究者 が何億 もの研 究費 を もら うとど

うなるか。補助金 に比例 して報告 も多 く求 められ る。

雑誌 に結果 を公表 しなけれ ばな らない。忙 しくな っ

て、研究 は雑 になって、形 だ け整 えることにな るで

あろ う。そ の とき捏造 の罠が待 ち受け るのか も知れ

ない。

最近 問題 にな る捏造 論文がNatureやScienceに

掲載 され た ものが多い ことも興味深 い。職業 に貴賎

がない と同様、研究にも貴賎はないはずではあるが、

科学雑誌にはれっきとした貴賎があ り、程度の高い

とみなされる雑誌 と、程度の低いとみなされる雑誌

がある。マスコミや科学者 自身 も含めた社会の構成

員がそのように認識 している。立派な成果は立派な

科学雑誌に投稿 し、自信の無い結果は格下の雑誌に

載せることはどんな研究者 も行っていることであり、

誰も不思議に思わない。立派な雑誌は人をあっと云

わせる結果を進んで掲載す る。 自然とそ うなるのは

良く理解できる。捏造はだいたいにおいてあっと云

わせる方向に行われるので立派な雑誌に掲載される

のであろう。論文の価値を測 ることは本来それほ ど

容易ではないにも関わらず、掲載雑誌のインパク ト

ファクターが論文の価値を教えてくれ る。 ここに文

化と科学 との関わりを見ることができる。科学は文

化と無縁の存在ではない。

理学部では研究者は応用を考えないことは無いけ

れ ども応用が研究の動機にはなる訳ではない。研究

費があまり無 くてもよく考えて丁寧に研究をするの

が理学部の特徴であろ う。一般的な問題は、成果主

義にひた走ることを余儀なくさせ られる一流科学者

の教養の低下である。捏造論文を防ぐ根本的な解決

は科学者の教養による自己規制 しか無いであろう。

科学 とは何かと云 う教育もしっか りと行われている

ようにも思えない。 これか らの科学教育では教養教

育をもっと重視する必要がある。

研究所の年報は昨年か ら新 しい装いで出発 した。

幸い、ある程度の数の学術論文も掲載することがで

きた。今後 とも 「ScienceJournalofKanagawa

University」 については総合理学研究所の他の事業

とともに所員の皆様、ご関係の皆様のご理解 とご支

援 を賜 りたい。
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